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令和４年６月定例会一般質問表 
 

                            ６月７日、８日、９日                           

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

番 

 

 

佐 

 

藤 

 

 

憲 

 

一 

 

 

 

議 

 

員 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．地域おこし協力隊について 

 

（１）地域おこし協力隊は、都市地域から過疎地域等の条件

不利地域に住民票を異動し、地域ブランドや地場産品の

開発・販売・ＰＲ等の地域おこし支援や、農林水産業へ

の従事、住民支援などの「地域協力活動」を行いながら、

その地域への定住・定着を図る取り組みで平成２１年度

に開始されているが、本市での取組開始することとなっ

たきっかけは何か。 

 

（２）総務省発表の令和４年３月時点速報値によると、令和

３年度の取組団体数（受入自治体数）１，０８５団体で、

６，０１５名が活躍しているとされているが、本市の地

域おこし協力隊受け入れ開始年度並びに各年度の受け

入れの推移はどうなっているか。 

 

（３）地域おこし協力隊員を任命するのは各自治体であり、

活動内容や条件、待遇は募集自治体により様々で、任期

も概ね１年以上、３年以内となっているが、本市の状況

はどうなっているか。 

 

（４）地域おこし協力隊は隊員本人にとってメリットがある

ことはもちろんであるが、隊員を受け入れる地域や団体

にとってもメリットの大きい制度である。 

隊員が任期終了後もその地域への定住・定着を図るこ

とを目的としているが、総務省の発表によると令和３年

３月３１日まで任期終了した隊員定住状況は、任期終了

後、おおよそ６５％の隊員が同じ地域に定住している。

本市の状況はどうなっているか。 

 

（５）地域おこし協力隊に係る国・県の財政支援はどのよう

になっているか。また、本市の年度ごとの予算（決算）

の推移はどのようになっているか。 

 

（６）本市が地域おこし協力隊制度をすすめるうえで、課題

があるとすればどのようなものがあるか。 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 
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（７）総務省において地域力の創造・地方の再生の施策とし

て、地域おこし協力隊のほかに、集落支援員、地域力創

造アドバイザー、地域活性化起業人、地域プロジェクト

マネージャーの制度を掲げているが、地域の活性化を図

るためこれらの施策を取り入れてはどうか。 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 
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１．有事における市民の安全確保について 

  ロシアによるウクライナ侵略により、世界的に有事への

備えが急務になっております。 

特に我が国は、核戦力を保有しながら民主主義的体制を

取らない、いわゆる権威主義国家が近隣に複数存在し、地

政学的にも潜在的脅威が大きい地域にあることを今回のロ

シアのウクライナ侵略戦争により改めて気づかされた方も

多いと考えます。 

当然のことながら、有事など無いに越したことはないの

ですが、市民の安全安心を守る観点から地方自治体として

出来ることを今から備えておくことも必要と考えます。 

以上の観点から、以下の質問を行います。 

 

（１）他国から飛翔体が飛来した場合の対応について 

差し迫って、本市を標的に飛翔体が飛来する可能性は

あまり高くないとは思われますが、我が国の上空を飛翔

体が通過する場合、本体または部品等が誤って落下する

可能性も否定できません。 

現在、飛翔体が通過するなどの危険が予測される場合

にはＪアラートが発せられますが、その場合の対応はき

まっているでしょうか。 

 

（２）現在、避難場所に指定されている多くの場所は地震や

水害を想定して指定されていると考えるが、指定場所で

は飛翔体飛来の際の避難方法は決められているのでし

ょうか。 

 

（３）今後、飛翔体飛来に備えた避難マニュアルの作成や避

難訓練の実施などは計画されているのでしょうか。 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 
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求める者 
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２．今後の観光振興について 

コロナ禍以降初となる制限なしのゴールデンウイーク

で、心配されたリバウンド感染も想定を下回ったことから、

政府ではインバウンドの復活に向け方針を転換し、また県

が行う観光キャンペーンも継続されるなど、夏に向けて観

光業の復活が大いに期待される状況となっています。 

この夏以降確実に到来するアフターコロナ・ウィズコロ

ナの状況では、新たな観光の形が必要な時代になる事は明

白で、このような状況下で今までの常識に囚われていては、

今後時代のニーズに応えられず、大きなビジネスチャンス

を逃す結果となる恐れがあり、今こそ発想の大きな転換が

必要であると考えます。 

以上のことを踏まえ、以下の質問を行います。 

 

（１）円安が進む中、今後需要増が見込まれるインバウンド

に向けた取り組みについて 

   現在、世界人口の１／４あまりはイスラム教徒であ

り、２０７０年にはキリスト教徒を凌ぎ世界で最も人口

が多くなる見込みとなります。訪日客においても、最大

のイスラム国であるインドネシアを始めとするイスラ

ム教徒の方々の来訪が増加しています。 

一方、イスラム教は非常に戒律が厳しいことで知られ、

特に食に関してはハラル認証を受けた食事しか受け付け

ないなど、観光客の受け入れに際しては独自の対応が必

要となります。 

以前この場で対応について提言を行った経緯もありま

すが、ハラル認証についての現在までの取り組みなど対

応状況はどのようになっているでしょうか。 

 

（２）コロナ禍以前、様々な観光イベントなどを行っていた

わけですが、全てのイベントが中断している現状は、イ

ベントの効果を検証して仕分けし、取捨選択を行う絶好

の機会だったと考えます。限られた予算の中、効果が低

いものは廃止して効果が大きいものに集中することは

重要なことだと考えますが、効果検証はどのような方法

で行われ、その結果は施策にどのように反映されている

でしょうか。 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 
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求める者 
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（３）現在アウトドア関係の需要が大きく伸びてきており、

各メディアで特集が組まれＳＮＳでも多く発信されて

いる状況となっている中、先日大野平キャンプ場は実質

的な閉鎖となり、本市には昨今のトレンドであるアウト

ドアのニーズを満たせる施設がなくなっています。市内

には、アウトドアのニーズを満たせる魅力のある場所が

多く存在しますが、今後整備される考えはないのでしょ

うか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ６ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 
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１．「教育委員会の考え方」を保護者からの率直な疑問２点

と財政課の南陽市公共施設等総合管理計画に関連してお尋

ねします。 

    

（１）小学校の通知表配布と指導要録開示の動向 

   通知表については、文部科学省のサイト上に、「法令

上の規定や、様式に関して国として例示したものはな

い」と記載してあります。 

学校教育法で、学校に作成の義務があるのは「指導要

録」です。 

近年、通知表の廃止や、指導要録の本人への開示が検

討されておりますが、教育委員会としての考えをお尋ね

します。 

 

（２）小学校のクラス替えが２年ごとのタイミングの理由と

今後 

   以前は２年ごとのタイミングで行われることが多か

ったクラス替えですが、近年は毎年クラス替えを行う学

校が増えてきているようです。 

ある民間調査会社のアンケート調査によれば、毎年ク

ラス替えは６０％となっています。地域的には、「２年

に１度の学校が多い」と答えたのは、東北や甲信越を中

心に 7 つの県、「毎年の学校が多い」と答えたのは、西

日本や首都圏を中心に２２の府県となっています。 

本市では２年ごとのクラス替えと承知していますが、

その理由と今後についてお尋ねします。 

 

（３）南陽市公共施設等総合管理計画 学校教育系施設の改

定 

   財政課では施設管理の観点から、特性・課題の整理に

おける適正床面積の確保が必要としていますが、教育委

員会としての見解をお尋ねします。 

 

① 公立学校施設実態調査による「小中学校校舎等必要面

積全国平均」についてどのように捉えておられるか。ま

た本市のあるべき姿をお尋ねします。 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 
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② 財政課では余裕教室の学校用途に限定しない有効活用

を模索しているようですが、これまでの経緯では施設の

管理運営上、非常に難しかったと承知しています。 

今後どのような活用が可能なのかお尋ねします。 

 

２．農地の再生 逆転の発想を 

私はこれまでも何度か里山・林業・農業に関連して一般

質問をしております。今回は再利用の可能性についてお尋

ねします。 

令和３年度より荒廃農地調査が遊休農地調査へ統合廃

止され、耕作放棄地調査は令和２年度農林業センサスから

廃止されましたが、これまでの用語と併用して質問させて

いただきます。 

農家の後継者不足によって、作物が育てられなくなった

土地が長期間放置される「耕作放棄問題」が深刻化してい

ます。 

放棄地で「普通の農業」をやっても再生は困難です。逆

転の発想が必要なのではないでしょうか。 

 

（１）耕作放棄地と新規就農者 

   農家の意思表示による耕作放棄地ですが「この先も使

う予定ない」のは、これまでの農業の枠組みでならそう

なる、ということです。用途の限定をしない枠組みを増

やせば、耕作放棄地の再利用が可能になるのに、と思い

ます。発想を転換しないかぎり、遊休農地は、獣害や土

壌流出が繰り返され、最終的には非農地になってしまい

ます。 

このような現状を踏まえた上で、私が考えるのは、耕

作放棄地ではやってはいけないことがあるということ

です。 

一番良くないのは、耕作放棄地を新規就農者に就農し

てもらうことだと思います。プロが耕作を諦めた農地を

新規の素人に依頼するのは大きな過ちです。 

プロが諦めた場所を新規就農者に任せるならば、従来

の農業とまったく違う発想で違う事業をすることを考

えるべきです。 

耕作放棄地では従来とは違う多様な事業ができるよう

にする必要があります。 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 
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そのためには、法の規制緩和などが必要と考えます。 

初めに次の２点をお尋ねします。 

 

① 当市の全農地面積・遊休農地（１号遊休農地・２号遊

休農地）の割合をお尋ねします。 

 

② 新規就農を見据えた地域おこし協力隊が数名、着任さ

れておりますがどのような就農を目指して取り組んでい

るのかお尋ねします。 

今後どのような活用が可能なのかお尋ねします。 

 

（２）耕作放棄地への取り組み（現状と今後） 

   耕作放棄地で提案したいのは、おなかを満たすための

生産農業でなく、自分達で育てた作物を自分達で消費す

るという“心と体を満たす農業”です。 

心と体を満たす農業というのは、今までの農業界には

存在しない概念です。 

なぜ、存在しないのか。農業基本法では、「農業とは農

作物を生産して出荷するもの」と定義しているからで

す。 

もうそんな時代ではなく、農業基本法をやり直し、ア

ップデートしないとダメな時代のはずです。 

耕作放棄地の新しい使い方を工夫する。それで使えな

いのであれば、なんとかして自然に還す方法を考えてい

かないといけません。 

このような新しい発想で耕作放棄地を活用していかな

いと再生は難しいと思います。 

耕作放棄地の畑と、山との間にあるゾーンを守り、柔

軟に耕作放棄地を変えていく里山活用促進のアイデア

をどんどん議論すべきではないでしょうか。 

現状と今後についての考えをお尋ねします。 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 
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（３）兼業農家の新しい「農型社会」をつくる 

   １００％農家になるのか、ならないのかの２択ではな

く、ゆるやかに農業を生活の中に取り組むような新規就

農者という枠を加えていったらいいのではないか、と思

います。 

国の発表によると、農業就業人口は２０１０年の約２

６０万人から、１９年には約１６８万人と毎年減少して

います。しかし、詳細では、専業農家はほとんど減って

おらず、兼業農家が減っているのです。この傾向には、

兼業農家の農地が専業農家に移っているという状況があ

ります。 

これまでの兼業農家の多くは家督相続による農地の継

承でした。この方たちが農地を手放すという時代になり、

減少が進んでいるものと思います。 

これからは、新しい形の兼業農家を増やすべきフェー

ズ（段階・局面・時期・区切り）に突入したと感じてい

ます。 

このような兼業農家の新しい「農型社会」をつくるべ

きではないでしょうか。 

当局の考えをお尋ねします。 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 
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１．気候変動の影響と治水計画の見直し「流域治水プロジェ

クト」について  

  地球規模で気候変動による災害が頻発し、本市において

も８年前平成２６年の洪水被害規模を超える災害も危惧さ

れます。治水計画も流域全体行う「流域治水」への転換が

図られています。次の点について、具体的な施策としてど

のように考えておられるか市長に伺いします。 

 

（１）流域治水施策 氾濫をできるだけ防ぐ（ハード対策） 

 ・河川区域での対策 

① 河道掘削 

② 堤防整備 

③ 分水路整備 

④ 遊水地改良 

 

・集水域での対策 

① 砂防堰堤等の整備 

② 体制構築（国、県、東北電力(株)、土地改良区など） 

③ 雨水幹線の整備、貯留等(雪捨て場を兼ねて) 

④ 森林整備・治山対策 

⑤ 水田貯蓄(田んぼダム) 

⑥ 農業用排水機場等の整備化 

 

（２）被害対象を減少させる(氾濫域での対策) 

① 災害リスクを考慮した立地適正化計画の作成及び居住

誘導 

② 土地利用規制・誘導(災害危険区域等) 

③ 家屋移転、かさ上げ補助制度の創設 

④  雪対策(雪捨て場や高床住宅等)と連携した氾濫被害の

軽 

 

（３）  被害の軽減と早期復旧・復興のための対策(ソフト

施策) 

① 水害リスク空白域の解消 

② 危機管理型水位計の設置 

③ 民間企業と連携した避難体制の強化 

④ コロナ対策を加味したマイタイムラインの普及促進  

⑤ ペットとの避難の指針と対策 
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 １１ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

番 

 

 

高 

 

橋 

 

 

一 

 

郎 

 

 

 

議 

 

員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．非核平和の夕べ事業について 

５年に一度、本市が主催し８月に開催予定とあります。

その名のとおり、まさしく非核を訴える平和な祭典にふさ

わしい事業を実行委員会で協議して開催すべきと思います

が、市長の考えをお伺いします。 

 

３．中学校の部活動の在り方について 

  特に、運動部活動について地域移行計画がスポーツ庁で

議論され、推進計画を市町村で作成すると報道されていま

す。 

来年度から改革集中期間と位置づけて取り組むようで

すが、地域社会での受け皿も含めて早急に議論し対処する

必要があります。本市としてどのように取り組んでいくの

か市長と教育長にお伺いします。 
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 １２ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６ 

 

番 

 

 

佐 

 

藤 

 

 

 

明 

 

 

 

議 

 

員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．市長選挙と白岩市政の政治姿勢について 

 

（１）白岩市長は３選を目指し着々と準備を進めています。

２期目の公約は「市民が主役！挑戦する市政」をメイン

スローガンに３点の重点政策を中心にして、第一に安心

して産み育てられる子育て支援。具体的には保育施設、

学童施設を充実させ多子世帯の経済的負担を軽減して、

安心して産み育てられるまち。 

第二に安心して暮らせる医療・福祉・防災。具体的に

は南陽病院や透析医療施設、介護施設などが整ってい

る、高齢者や家族が安心して過ごせるまち。 

第三に誇りを持って人が集まり賑わうまちへ。具体的

には東北中央道スマートインターチェンジ設置やビジ

ネスホテル等誘致によって、農産物や観光資源を活かせ

るまち。その他にも、高齢者やお子さん連れに優しい心

のバリアフリー促進、若者や女性活躍、財政健全化等々

さまざま選挙政策を公約されました。白岩市政４年間の

評価、公約実現の状況等どのように総括されておられる

か市長のご見解を賜りたいと存じます。 

 

（２）白岩市長は昨年１２月議会で山口裕昭議員の質問に対

し、正式に市長選挙出馬の決意を表明されました。さら

に、５月２２日の後援会事務所開きに於いて「市民の希

望と安心できる暮らしを構築し、にぎわいを取り戻す。

市民生活を第一に南陽市がさらに前に進むための責任

を担わせてほしい」と決意を述べられました。今次３期

目の市長選挙にあたり、どのような政策をかかげ市政運

営にあたるのか白岩市長のご見解を賜りたいと存じま

す。 

 

（３）市政を担ううえでいま早急（喫緊）にしなければなら

ない重点課題、中期、長期でしなければならない課題が

あるかと存じますが、市長のご見解を賜りたいと存じま

す。 
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 １３ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 
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２．物価高騰から暮らしを守るやさしく強い経済対策を 

 

（１）いま物価高騰が大変に深刻です。なぜいま物価がこん

なにあがっているのでしょうか。その原因は、「新型コ

ロナ」と「ウクライナ侵略」だけではありません。もう

一つの大きな原因があります。「アベノミクス」の名で

「異次元の金融緩和」というやり方を続けてきたこと

が、異常円安をつくり、輸入品の高騰を招き、物価高騰

を招いている。それは誰の目にも明らかではないでしょ

うか。安倍晋三元首相は、この前、「日銀は政府の子会

社」だというとんでもない発言をして党内外から批判を

浴び問題になりました。中央銀行は政府から独立する。

これが当り前の原則なのに、それを全く理解していな

い。まさに「子会社」と扱い、日銀総裁の首をすげかえ

て、「異次元の金融緩和」を押し付けて、株高で大株主

をもうけさせて、貧富の格差を拡大して、異常円安をつ

くり出して、物価高騰を招いた。「アベノミクス」の責

任はきわめて重いのではないでしょうか。 

もう一つの問題があります。それにしても物価の高騰

でどうしてこうも暮らしが苦しいんでしょうか。それ

は、働く人の賃金が上がっていないからじゃないでしょ

うか。年金が貧しいうえに、下がり続けています。教育

費の父母負担も重すぎます。消費税の連続増税で家計も

傷んでいます。色々な問題が山積みしています。弱肉強

食の新自由主義が日本経済を「冷たく弱い経済」にして

しまった。これが国民、市民の皆さんの生活苦の大本に

あるのではないでしょうか。弱肉強食の新自由主義は今

度こそ終わりにして、「冷たく弱い経済」から「やさし

く強い経済」への大転換をはかるべきではないでしょう

か。南陽市でもこれまでも緊急経済対策として第１弾か

ら第１７弾まで予算総額１，３１１，３７８千円を計上

し、地域の経済の活性化に対策を講じて参りました。あ

らためて敬意を表します。今後経済対策についてどのよ

うに考えておられるか、市長の経済対策に対する認識、

ご見解を賜りたいと存じます。 
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 １４ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 
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５ 

 

番 

 

 

髙 

 

岡 

 

 

亮 

 

一 

 

 

 

議 

 

員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．宮内公民館改築について 

  宮内公民館改築については、現公民館の場所に新築か、

蔵楽の改装かと思っていたところに、蔵楽の敷地内に「地

域交流センター」として新たに建設するということで、お

おいに期待が集まっている。かねてより、地元での議論も

進んでいる。本来なら市と地元との活発な意見交換があっ

てしかるべきところ、コロナ禍で思うに任せない現状だ。

今後どう進めてゆくかについてお聞きしたい。 

 

（１）「宮内から市民の新しい拠点をつくろう会」の動きに

ついて、どう把握しているか。 

 

（２）「地域交流センター」の名称が示す通り、より多くの

人が寄って来たくなる施設を目指すべきであるし、それ

が地元での強い意向でもあるが、そのためにどんな手立

てを講じようとしているか。 

 

（３）地元との意見交換の今後の日程は。 

 

２．ＮＨＫ大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」に関連して 

  久しぶりに本気で観る大河ドラマになっている。実はこ

のドラマの登場人物、二重に三重に南陽市と関わりが深

い。 

宮町佐野家に伝わる文書（蓮蔵院由緒手控）や小松の「南

善院由緒書」には、北条時政の妾腹（沼田氏）の子北条相

模坊臨空が、この地三十三ヵ村を四百人からの羽黒修験者

の大先達として仕切るようになっていつしか時政の子であ

ることが知られ、だれからともなくこの地を「北条郷」と

よぶようになったと記されている。つまり、政子、義時の

腹違いの兄弟がこの地に来たことが「北条郷」の名の由来。

そもそも北条相模坊、血で血を洗う抗争を嫌って羽黒修験

の道を選んだという。その思い、今の大河ドラマを見てあ

らためて納得。 

  １３人のひとり大江広元の次男がこの地を所領とした

大江（長井）時広。兄大江親広が承久の乱で失脚すると大

江氏の惣領となり幕府中枢で活躍。出羽国置賜郡長井荘を

所領とし、長井氏の祖となる。時広は置賜には入らなかっ

たが、その広元の孫泰秀は、度重なる炎上に窮した熊野大 
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 １５ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 
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５ 

 

番 

 

 

髙 

 

岡 
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議 

 

員 

 

 

 社の再興に功あった。熊野大社のお文殊さま（菅原神社）

の背面に融通神社がありそこに祀られている。 

  さらに広元の長男親広は寒河江荘へ。妻は義時の娘。最

上義光に滅ぼされるまで４００年続く。滅ぼされた一統の

ある者は置賜に逃れて寒河江の姓を名乗る。その流れは、

粡町で今も続く。 

 

（１）「大河ドラマ」が盛り上がるこの機会、関連する地元

の歴史を市民に知ってもらう手立てはないか。 

 

（２）こうした地元の歴史を知る上でいい機会になっている

のが「南陽市民大学講座」。来年度から県の補助打ち切

りとも聞く。市として今後どう考えるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


